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照射済高速炉燃料の加熱試験により放出された FP 等の放射性物質が沈着した部材（サンプリングパーツ）

を対象に、核種分析を実施し、高速炉のソースターム評価に資する基礎データを取得した。 
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1. 緒言 

ソースターム評価手法の高度化には、核分裂生成物（FP）やアクチニド等の放射性物質（FP等）が燃料過

熱時に放出する挙動を把握するとともに、そのメカニズムを明らかにする必要がある。この現象を理解する

ためには、燃料から放出された FP 等が沈着した状態（沈着 FP）を分析し、沈着部の温度に応じた元素分布

状況を調査して化学形を評価するなどの基礎的な知見の蓄積が不可欠である。本研究では、高速炉燃料から

放出された FP等の沈着挙動・化学形評価に係る基礎データを取得することを目的として、照射済高速炉燃料

の加熱試験により放出した FP等が沈着した部材（サンプリングパーツ）において核種分析を実施した。 

2. 試験方法 

「常陽」において照射された MOX 燃料ペレットを 2773 K、2973 K 及び 3173 K において加熱試験を実施

した[1]。加熱試験により燃料から放出された FP 等はキャリアガスによって系統の下流に移行し、常温で気

体となるものを除き全てサンプリングパーツ（423～1023 K の範囲で段階的に温度勾配をつけた配管内（温

度勾配管：TGT）に装填された Ni 製サンプリング管 14 個及びその下流側の室温位置に配置した異なるメッ

シュの SUS 製焼結金属フィルタ 5 層）[2]にて捕捉される。FP が沈着したこれらのサンプリングパーツの核

種分析（γ線及び α線測定、ICP-MS測定）を実施し、沈着部の元素分布に関する実験データを取得した。 

3. 結果 

核種分析の結果、揮発性の高い Cs及び Te、揮発性が中程度の Ba、揮発性の低い Ce、アクチニド元素の U

等が検出された。沈着挙動の一例として、2773 Kでの加熱試験後のサンプリングパーツにおいて γ線測定で

定量した Cs の分布を TGT 及びフィルタの温度で整理した結果を図 1

に示す。750 K付近を境に低温部での沈着量が急激に増加している。2973 

K での加熱試験でもこれと類似傾向が見られるが、3173 K での加熱試

験では、TGT の低温部に向かって徐々に沈着量が増加するプロファイ

ルを示した。いずれの加熱試験においても、気相化学種が凝縮するサン

プリング管よりも粒子状物質が捕捉されるフィルタ部での沈着量が多

く、この傾向は加熱温度の上昇に伴って顕著になる結果が得られた。 
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図 1 Csの元素分布（2773 K） 
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